
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

   

 
 

 

 
【学校教育目標】 
○やさしく  （徳） 
○かしこく  （知） 
○たくましく （体）  
 

 学校経営方針 「明るく 元気に 爽やかに すべての対応を親身になって丁寧に」 令和２年６月１２日  
第４号 文責 鈴木 博貴 

『坂戸小・新しい生活の約束』～感染症予防にご理解・ご協力を～ 

市内全ての小中学校が６月１日から再開し、分散登校、３時間短縮日課と段階を経て、８日から通常日課となりまし

た。本校では、子供たちが安全に楽しく生活できるよう、『坂戸小・新しい生活の約束』を基本に感染予防を行いなが

ら「学びの保障」に全力で取り組んでいきます。ご家庭はもとより地域の皆様にも是非ご理解とご協力をお願いします。 

【ご協力に感謝！】≪保護者の皆様には以下のようなご協力を頂いております。≫ 
○登校前に健康観察カードを活用した朝の検温、健康観察、同居家族を含めた体調管理  ○登校後に体調不良とな 

った場合の速やかなお迎え（該当の児童は、保健室でなく別室を用意） ○万一、感染が疑われる（濃厚接触者や 

PCR 検査等の対象者になる等）場合の関係機関及び学校への速やかな連絡 ○体調不良（発熱、咳等のかぜの症 

状、倦怠感がある等）の場合は、登校させずに学校へ連絡（出席停止の扱い） ○日常でのマスクの着用、ソーシ 

ャルディスタンス ○体調を整えるための規則正しい生活の保持と健康管理（「早寝・早起き・朝ごはん」等） 

登

校

前 

１ 家を出る前に体温を計り、健康状態を記録します。 
２ 健康観察表をランドセルに挟んで登校します。 
３ 体調がよくないときには無理をして登校しません。その旨を学校に連絡します。 
（体調不良で休む場合は、欠席扱いにはなりません。） 

登 

校 

１ マスクを着けて登校します。 
２ 登校班で歩くときには、前の人と近づきすぎないよう一列で歩きます。 
３ 学校に着き、健康観察表を忘れたことに気づいた時や健康観察記録を書いて 
ない時には、教室に行かず、保健室か職員室に行き、先生に体温を測ってもら 
います。（熱がある時や体調の悪い時は、家の人に迎えに来てもらいます。） 

４ その時は、別の部屋で待っています。  ５ 登校したら、石鹸で手を洗います。 

校

内

生

活 

１ マスクを着けて生活します。  
２ 教室の窓１カ所以上と、廊下側のドアをいつも開けておき、空気を入れ替えます。 
（廊下の窓もいつも開けておきます。） 

３ 教室以外の場所から戻った時には、石鹸で手を洗います。 
４ みんなが使うものを触った後には、石鹸で手を洗います。  
５ 咳エチケットを守ります。 
６ 咳やくしゃみが手についた時、鼻をかんだ後には、石鹸で手を洗います。 
７ 目・鼻・口を触らないようにします。 ８ 先生や友達との間隔を保つようにします。 

休

み

時

間 

１ マスクを着けて生活します。 
２ 休み時間ごとに教室のすべての窓を開けます。 
３ 長い休み時間の終わりには、石鹸で手を洗います。 
４ トイレに行った後には、石鹸で手を洗います。 
５ 外遊びから戻った時には、石鹸で手を洗います。 
６ みんなが使うものを触った後には、石鹸で手を洗います。 
７ 適切に水分を補給します。水筒（お茶か水）をなるべく持ってきます。 
８ 先生や友達との間隔を保つようにします。 

給

 

食 

１ 給食の前には、石鹸で手を洗います。 
２ 席について、マスクをして静かに配膳の準備を待ちます。 
３ 自分の給食を自分で取りにいきます。  
４ 机の上に、給食用ランチマットをしきます。 
５ 給食当番は、健康観察をし、清潔な給食着、帽子、マスクをつけます。 
６ 給食は、みんなが同じ方を向いて話さずに食べます。 
７ 下膳は自分の使った食器を自分で片づけます。 
８ 給食の後にも、石鹸で手を洗います。 

掃清 １ マスクをして掃除をします。  ２ 掃除が終わったら、石鹸で手を洗います。 

校 下 １ マスクをして下校します。 ２ 家に帰ったら、石鹸で手を洗います。  

 



 
 
 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【校長室より】 「人間力の育成に必要な『三間』の大切さ～『三密』を避けながら～」                     

子供たちの健全育成のために大切で欠かせないと言われる『三間』。所謂３つの『間』－『時間』、『空間』、『仲間』。今

の学校では、「学びの保障」のための『時間』の確保、感染症予防のための『空間』の確保に重ね合わせた。そして、３つ目

の『仲間』。本校教育の柱として重視している自己肯定感を高める「対人関係力」の育成も『仲間』あってこそ。『三間』が整

い、最後の『間』＝『人間（力）』が育っていく。学校が再開し、『新しい生活の約束』の下で相手への心遣いをしながらの仲

間同士の「ふれあい」。子供たちの笑顔が戻り始めてきた。今まで以上に『三間』を大切にしなければ。『三密』を避けながら。 

【毎日、全職員で感染症予防対策】 

本校では「学びの保障」と 

して、授業を中心とする多岐 

にわたる教育活動の充実に 

努めるとともに、「心身の健康 

の保持」のためにあらゆる取 

組を行っています。新型コロ 

ナウイルス感染症予防に関す 

る国や県の指導指針に則り、 

全職員一丸となり、感染症予 

防のための指導と一日に複 

数回の校内の消毒作業やト 

イレ等の清掃など、環境衛生 

にも毎日全力で取り組んでい 

ます。ご理解いただくとともに、 

特に災害時に必要な「自助・ 

公助・共助」の「共助」の視点 

から、一緒に感染症予防の 

環境整備にご協力頂ける方を 

募集したいと考えています。 

是非、その際にはご協力を頂 

けましたら大変に有難いです。 

💛 学校応援団コーディネーター・村田さん 💛 

長年にわたり本校の学校応援団コーディネータ

ーとしてご尽力くださっている、村田 千鶴 様を改

めてご紹介いたします。Ｈ19・20にＰＴＡ副会長を

務められ、学校評議員としてもご尽力いただいて

おりました。現在は、主任児童委員としてもご活躍

されています。これからも宜しくお願いいたします。 

【 交通指導員の皆さんのご紹介 】  
今年度、交通指導員の皆様に異動がありました 

ので、改めてご紹介いたします。 

○ 岡嶋 真由美 様（木藤ビル前・毎日） 

○ 櫻吉 幸子 様（ソフトバンク前・毎日） 

○ 吉川 和美 様（元町交差点・月水金） 

○ 小川 美絵子 様（日の出町交差点・火木） 

★登校時の児童の安全のため、宜しくお願いいたします。 

【 夢 道 場 ・ ほ っ と ニ ュ ー ス】 

学校再開後、直ちに大地震 

や火災を想定しての避難訓練 

を実施しました。感染症予防下 

でもあり、全校ではなく学級や 

学年単位で、避難経路の確認 

や『おかしもち』を中心に避難 

時の指導を行いました。最近も 

頻発している地震。どの児童も真剣に取り組んでいました。 

感染予防のために大切な「手洗 

い」。坂戸保健所から『手洗いチェ 

ッカー』をお借りし、普段の手洗いで 

は不十分であることを視覚で確認し、 

正しい手洗い方法を学びました。お 

陰で、坂小っ子は丁寧な手洗いを 

学校生活の中でも実践しています。 

本来、年度当初の４月に実 

施する発育測定。学校が再開 

し、やっと実施できました。マス 

ク着用で一人一人間隔を開け 

ての実施。測定中は無言で緊 

張した面持ちの児童たちでした 

が、休み時間には、「校長先生、 

身長が〇cmも伸びたよ！」と笑顔で報告に来てくれましに。 

ＰＴＡ保護者の皆様をはじめ、 

地域の皆様にも多大なご協力を 

頂いている『ベルマーク運動』。 

お陰様で、５月２５日にベルマー 

ク教育助成財団より書籍が７１ 

冊も学校に届きました。どれも坂 

小っ子たちの興味を引きそうな本 

や学習に役立つ本ばかりです。改めて、ベルマークをご提供くだ

さった皆様並びに何度も何度も学校に集まり、回収作業を行って

くださったＰＴＡ委員の皆様に感謝申し上げます。児童のために有

効活用させていただきます。【嬉しい便り】市内でも格段に学校

図書の貸出冊数が多い坂小ですが、昨年度は本校の歴史

で一番多い貸出冊数でした。その数、なんと ３３，４１６冊！ 

携われている 髙橋儀平 様より 

〇「坂戸市の金魚仙人により品種改良さ 

れた金魚 ２４匹」 川原養魚場 様より 

〇「マスク 500枚」 坂戸市役所を通して 

地域にお住いの 

唐因 様より 

💛本当に有難う 

ございました！ 


